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1新型コロナの記録的な拡大が続き、それでも経済を回すため行動規制ほしないという。

1集会・イベントなど休止が続いたが、最大限の対策と配慮の上い<つ かの活動も再開し

,ている。今年は核兵器禁止条約の締約国会議が開かれた。残念ながら日本は未締約国
|であり、才ブザーバー参加もなかったが、核廃絶の流れは確実な方向性をもつて流れ始め

!ている。77年前と同じ暑い中、27日 、非核・平禾□行進の岡山・広島ヨ1継ぎ式が行われた。

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き

た
。　

コ
ロ
ナ
感
染
が
続
く
な
か

呼朋街甑ド
徳併御脚托
蹴隷

地

の
笠
岡
市

・
太
陽

の
広
場
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は
岡
山
か
ら
バ
ス
で
参
加
組
と

現
地
交
流

の
労
組

・
団
体
な
ど

約
４
０
名
が
参
加
。

出
発
時

の

気
温
３
１
度
、

ほ
と
ん
ど
無
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の
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、
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６
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、
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国
道
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並
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進
。

宣
伝
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ウ
ク
ラ
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乗
じ
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敵
基
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撃
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や
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共
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判

「
武
力

で
平
和
は

作
れ
な
い
。

平
和
憲
法
を
護
ろ

う
」

な
ど
と
訴
え
た
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途
中
２
回
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れ
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約
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時
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、

広
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国
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迎
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岡
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平
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・
核
廃
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の
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世

界
大
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に

つ
な
げ
た
い
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と

エ

ー

ル
交
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早
速
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出
発
し
て

い
っ
た
。
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崎
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世
界
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ら
批
判

の
中
、　

ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
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が

５
ヶ

月
を
越
え
た
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戦
争
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連
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れ
る
。

し
か
し
、

い
の

ち
を
奪

い
合
う
戦
争
継
続

の
試

器
を
次
々
と
送
り
込
ん
で
も
、

戦
争
終
結

へ
の
外
交
努
力
は
全

く
間

こ
え
て
こ
な
い
。

参
院
選

鶴
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／
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光
熱
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□
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政
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。
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。

国
も
お

国
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ら
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費

の
２
倍
化

任

の
背
景
に

対
す
る
理
解

国
民
に
拍
手

※

コ
ロ
ナ
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

ド
…し、
わ
れ
馬
振
旧
十
断
惇
防
所
祇
ガ
じ

で
は

こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
、

日
本

の
防
衛
予
算

の
２
倍
化
、

敵
基

地
攻
撃
能
力

の
保
有
や
核
共
有

論
ま

で
声
高
に
叫
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れ
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。

ま
た
、

エ
ネ

ル
ギ
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費
高
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穀
物
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停
滞

で
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世
界

的
な
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済
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れ
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。
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の
高
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は
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年
金
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減
と
重
な
り
Ｗ
パ

ン
チ
だ
。

コ
ロ
ナ
禍

の
直
撃
を
受
け
、

非

正
規
一屋
用
者
や
生
活
困
窮
者

の

実
態
も
多
く
報
告
さ
れ
る
。

社
民
党
は
、

「
が
ん

こ
に
平

和
―
く
ら
し
が

一
番
！
」

を
掲

げ
参
院
選
を
戦
っ
た
。

参
院
選

後
、

憲
法
９
条
改
憲

の
動
き

の

加
速
が

予
想
さ
れ
る
。

厳

し
い

と
言
わ
れ
た
政
党
要
件
確
保
だ

っ
た
が

「
社
民
党
を
な
く
し
て

は
な
ら
な

い
」

と

い
う
、

こ
の

ス
ロ
ー

ガ

ン
も
あ
つ
た
よ
う
に

思
う
。

改
憲
阻
止

へ
全
力

で
向

き
あ
っ
て
ほ
し
い
。

　

（
哲
）

瑾
! 厳 しい参院選を終えたばかりの大椿副

1党首が、比例重点ブロックヘのあいさつ

1回 りで14日 、県連合に寄られ、懇談し

|た。選挙戦初盤から政党要件が厳しいと

|み られ、苦戦が予想されていたが、選挙

1戦終盤頃から潮目が変わつた。全国の党
!員

、支援者の必死の頑張りはもとより、

‐いまでは当たり前となつてしヽることでも

!福島党首が積み上げてきたことが再評価
!された。だからこそ国会には福島党首が

!必要とSNS上 で注目度アップされたり、

|「合流」問題での組織的危機には負けら

|れないとの想いが働しヽたこと、また憲法

1最大の危機が言われる国会に 「社民党な

|く したらいけん」の声が社民党を押し上

|げてしヽただいた、と話した。文責 :野崎

還唇魯霊扇
暑富昌魯塞
末 題 2会  ・

暑昌営 輩
.品.…… … …否

県連合お盆休み

8月 13-15日
8/24(水 )社 民党定例街宣

18:00マ ツキヨ前

党県違含活動 日誌
7/1- 参 院選

7/4-9 参 院選 メ ガホン活動

7/10 投 票日

7/11 岡 山版 「参院選暑外」発行

7/12 関 係先あいさつ□り ・電話

7/14 大 椿ゆうこ副党首 ・来岡 懇 談

7/15 党 宣伝カーヨ|き取り (東広島 ・耐本)

7/17 岡 山市平和推進協 (耐本)

7/18 江 日五月を偲ぶ会 (宮日)

7/19 さ よなら原発実行委 (耐本)

7/27 原 水禁平不B行進 笠 岡→大PB

か の ¬ な る ん つ 弱 取 治 同 せ
｀
す 無 ジ と ¬ て た の 騰 齢 ら 首14鈍 の パ ロ

｀。

1欠 人 の
Lな

は しヽ り 家 じ た テ
L料 ョ 問 ほ 一 め ¬ に の れ 相 付 感 批 |ナ そ ジ

如 々 か
°

じ しヽ 子 上 の 日 と レ と パ ン い か 日 高 節 自 年 て の
V 判

テ 感 の ヨ

で
Lの

▼ だ
°

じ が げ 参 の 伝 ビ い ス ソ か に 中 齢 約 衛 金 い テ の 野 が イ 染 座 ン
は を 生 英 か 弱 め しヽ ら 院 ¬ え 司 う を ン け 何 バ 者

L手
生 る レ 記 党 背 を 拡 を ソ

?見 活 首 ら そ ら じ れ 選 声 て 会 誇 導 首 る を ス 用 や 段 活
°
ビ 事 は 景 開 六 降 ン

^た 苦 相 防 う れ め て で
Lい

者 ら 入 相 ▼ 節 に 無
｀
と 者 そ 対 で 億 と い の り 首

の 実 に 辞 衛 な な ら しヽ の 欄 る が し し の そ 約 乗 料 光 し が の 談
｀
観 か て さ た 相

8/27(土):予定  ‖ 社民党サポーター募集中
市民と立憲野党含同宣伝 ‖年会費1000円 オンライン申し込み→
17:OOマ ツキヨ前 ・

 |l httpぎ〃Sdp.or.jp/sdpもupporter/


